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歳入　合計　81億9,747万円
歳出　合計　79億5,863万円

　

一
般
会
計
の
収
支
は
、
歳
入
が
81
億
９
７
４
７
万
円
（
前
年
度

比
１・
３
㌽
、
１
億
３
６
８
万
円
増
）、
歳
出
が
79
億
５
８
６
３
万

円
（
前
年
度
比
２・
１
㌽
、
１
億
６
４
３
２
万
円
増
）
で
し
た
（
図

１
参
照
）。
平
成
29
年
度
は
、
よ
り
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
節
減
と

合
理
化
に
努
め
、
生
活
環
境
基
盤
を
は
じ
め
生
活
に
密
着
し
た
事

業
に
重
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

図
１
の
上
段
は
、
収
入
に
当
た
る

歳
入
の
内
訳
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
歳
入
の
ト
ッ
プ
は
、
町

政
の
運
営
の
た
め
に
国
か
ら
交

付
を
受
け
る
地
方
交
付
税
で

32
億
２
６
０
２
万
円
（
39
・
４
％
）。

次
い
で
、
町
の
皆
さ
ん
が
納
め
る

町
税
が
15
億
９
１
７
１
万
円
（
19
・

４
％
）、
町
の
借
金
に
当
た
る
町

債
が
８
億
１
５
７
８
万
円
、
特

定
の
事
業
に
充
て
る
県
支
出
金
が

７
億
６
８
７
０
万
円
。
以
下
、
国
庫

支
出
金
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る

財
源
を
「
自
主
財
源
」
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

運
営
の
自
主
性
、
安
定
性
が
あ
る
と

さ
れ
る
自
主
財
源
比
率
は
、
平
成
28

年
度
を
０
・
６
㌽
下
回
り
28
・
８
％

に
な
り
ま
し
た
。

　

図
１
の
下
段
で
は
、
予
算
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
目
的
別
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
一
番
多
い
の
が
民
生
費

で
、
全
体
の
22
・
０
％
に
当
た
る

17
億
５
０
９
１
万
円
。
以
下
、
公
債

費
が
11
億
６
７
２
７
万
円
、
衛
生
費

が
９
億
５
９
４
０
万
円
、
土
木
費
が

９
億
４
８
９
５
万
円
、
総
務
費
が

８
億
５
０
７
１
万
円
、
教
育
費
が

７
億
４
１
２
２
万
円
と
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
図
２
は
歳
出
を
性
質
別
に

分
け
た
も
の
で
す
。
町
道
整
備
や
小

中
学
校
を
は
じ
め
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
、
町
づ
く
り
の
基
盤
整
備
に
使

わ
れ
た
経
費
を
投
資
的
経
費
（
普
通

建
設
事
業
費
な
ど
）
と
い
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
13
億
１
８
３
万
円

で
、
全
体
の
16
・
４
％
を
占
め
、
28

年
度
よ
り
４
億
６
９
５
６
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
）
は
、
切
り
詰
め

る
こ
と
が
難
し
い
経
費
で
、
こ
の
割

合
が
高
い
ほ
ど
財
政
が
硬
直
化
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
29

年
度
は
、
33
億
６
５
６
２
万
円
で

28
年
度
と
比
較
す
る
と
公
債
費
が

１
３
３
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
人
件
費
は
４
７
７
万
円
増
、

扶
助
費
は
２
９
２
３
万
円
増
で
合
計

２
０
６
５
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
財
政
状
況
を
全
体
的
に
見

た
場
合
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の

縮
減
が
難
し
い
経
常
的
経
費
の
た
め

に
、
一
般
財
源
（
町
税
な
ど
使
い
道

が
自
由
な
財
源
）
が
ど
の
程
度
使

わ
れ
た
か
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
28
年
度
よ
り
０
・
２
㌽
下
回
り
、

88
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
と
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
長

年
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
る
公
共
施
設

の
整
備
な
ど
の
た
め
に
国
か
ら
特
別

に
認
め
ら
れ
て
調
達
で
き
る
借
金
の

こ
と
で
す
。

　

図
３
で
は
、
町
債
残
高
の
推

移
を
グ
ラ
フ
に
表
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
残
高

は
、
平
成
15
年
度
が
ピ
ー
ク
で

１
４
８
億
９
５
８
６
万
円
あ
り
ま
し

た
が
、
近
年
は
事
業
を
厳
選
し
て
新

規
の
町
債
発
行
を
抑
制
。
さ
ら
に
、

繰
上
償
還
を
行
う
な
ど
町
債
残
高
の

削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
29
年
度

決
算
で
は
85
億
13
万
円
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
債
の
償
還
に
充
て
る
費

用
が
町
の
行
政
活
動
に
必
要
な
一
般

財
源
の
総
額
に
占
め
る
割
合
を
表
す

公
債
費
比
率
は
、
28
年
度
を
２
・
１

㌽
下
回
る
10
・
８
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。

「めぐみの大地　笑顔が結ぶ　ひと輝く
　健康福祉のいわてまち」　実現に110億円

図１　平成29年度一般会計歳入・歳出の内訳        自主財源　    依存財源

図２　歳出の性質別内訳

消 防 費　　5億 7,854万円　　7.3％
商 工 費　　1億 6,131万円　　2.0％
議 会 費　　 9,661万円　　1.2％
災害復旧費　　 4,183万円　　0.5％
労 働 費　　 1,400万円　　0.2％

決算報告
　歳出総額110億円に上る平成29年度一般会計と特別会
計の決算は９月 14日、町議会定例会（会期＝９月 5日～
14日）で認定されました。経済の低迷で依然厳しい情勢が
続く中、町では生活環境基盤の充実をはじめ生活に密着した
事業を重点にまちづくりを進めました。今月号では、一般会
計と特別会計のあらましを紹介します。( 決算額は町民１人
当たりの決算額を除き、万円単位で表示しています )

平成29年度

81
億
９
７
４
７
万
円

歳
入

79
億
５
８
６
３
万
円

歳
出

残
高
は
着
実
に
減
少

町
債
の
状
況

一
般
会
計

一
般
会
計

自
主
財
源
比
率
は
28
・
８
％
に

16
・
４
％
を
基
盤
整
備
充
実
に

図３　町債残高の推移
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●国民健康保険　　　20億 1,647万円
自営業や退職した人の医療費を給付するために使われま
した。

●後期高齢者医療　　 １億3,831万円
後期高齢者の医療費をまかなうために使われました。

●公共下水道事業　　 3億 8,153万円
環境を守る公共下水道の整備や汚水処理のために使われ
ました。

●戸別浄化槽事業　　　　 2,624万円
公共下水道区域以外の汚水処理のために使われました。

●水道事業　　　　  4億 3,291万円
安心して使うことのできる水を供給するために使われ
ました。

　

㈱
岩
手
町
ふ
る
さ
と
振
興
公

社
は
、
道
の
駅｢

石
神
の
丘｣

の
産
地
形
成
促
進
施
設
や
道

路
情
報
休
憩
施
設
、
石
神
の
丘

美
術
館
、
岩
手
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い
な
ど
の
管

理
運
営
を
主
な
業
務
と
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
平
成
13
年

８
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た

（
資
本
金
２
０
０
０
万
円
）。

　

今
期
の
受
託
部
門
で
は
、
管

理
運
営
す
る
道
路
情
報
休
憩
施

設
、
石
神
の
丘
美
術
館
、
プ
ラ

貸借対照表のあらまし
平成 30年３月 31日現在 (単位：千円 )

科目 金額
資
産
の
部

流 動 資 産 160,202
固 定 資 産 2,576
合　　　計 162,778

負
債
・
純
資
産
の
部

流 動 負 債 37,802
固 定 負 債 0
負 債 合 計 37,802
資　本　金 20,000
利益剰余金 104,976

　　　(うち利益準備金) (1,320)
 （うちその他利益剰余金) (103,656)
純資産の部合計 124,976
合　　　計 162,778

決算額 79億 5,863 万円に上る
一般会計は、主に次のような事業
に使われました。（１億円を超え
るもの）

◆健康福祉◆
○後期高齢者医療広域連合事業
…………………2億 1,514 万円

◆高齢者福祉◆
○介護保険運営事業（盛岡北部行
政事務組合負担金事業）
　…………………2億 7,355 万円

◆児童福祉◆
○児童手当給付事業（延べ14,515
人）………………1億 6,146 万円

◆障害者福祉◆
○障害者介護給付費等事業
…………………4億 2,657 万円

◆生活基盤整備◆
○町道除雪………2億 4,776 万円

◆産業振興◆
○畜産競争力強化整備事業
（繰越分）………１億 6,268 万円

現年分………１億 1,367 万円）
……………………2億 7,635 万円

◆環境衛生◆
○ごみ焼却・破砕処理事業負担金
(岩手・玉山環境組合 )
　…………………1億 5,369 万円

◆教育◆
○学校給食センター運営事業
　…………………1億 2,510万円

一般会計80億円の主な使い道

町には、国民健康保険、後期高齢者医療、公共下水道事業、戸別浄化槽事業、
水道事業の5つの特別会計があります。各会計の歳出は次のとおりです。特別会計

㈱
岩
手
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

決
算
公
告 

第
三
セ
ク
タ
ー

ザ
あ
い
の
維
持
管
理
と
幅
広
い

活
用
に
努
め
ま
し
た
。
美
術
館

で
は
、
岩
手
に
ゆ
か
り
あ
る
企

画
展
３
本
を
含
む
９
本
の
企
画

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア
や
バ
レ
ン

タ
イ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
て
、
美
術
館
の
来
館
者

増
加
と
知
名
度
の
向
上
を
図

り
、
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
町

内
外
へ
の
認
知
度
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
あ
い
で
は
、

会
議
室
と
多
目
的
ホ
ー
ル
の
利

用
件
数
が
８
２
３
件
（
昨
年
比

47
件
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

営
業
部
門
で
は
、
産
直
組
合

役
員
を
大
幅
に
入
れ
替
え
な
が

ら
「
選
ば
れ
る
産
直
」
を
目
指

し
て
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
。
町

の
特
産
品
を
生
か
し
た
商
品
の

販
売
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
産
直
施
設
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
プ
ラ
ザ
あ
い
広
域
観
光

物
産
コ
ー
ナ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー

を
合
わ
せ
た
全
体
の
販
売
総
額

は
４
億
５
４
７
２
万
円
（
昨
年

比
８
６
７
万
円
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
期
は
公
社
か
ら
町

に
対
し
５
０
０
万
円
の
寄
付
を

行
い
ま
し
た
。

第
16
期
事
業
実
績
報
告

（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

　平成29年度決算に基づく、財政健全化判断比率４指標と資金不足比率を公表します。
　この健全化判断比率４指標（表１）で、１つでも早期健全化基準以上の指標がある場合は財政健全化計画を、資金不
足比率（表２）で、経営健全化基準以上の指標がある場合は経営健全化計画を、それぞれ定める必要があります。本町
における各指標は基準を下回っており、各種健全化計画を定める必要はありません。

《用語解説》
●実質赤字比率：標準財政規模に対する歳入総
額から歳出総額を差し引いた額の割合　
●連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質
赤字の標準財政規模に対する比率　
●実質公債費比率：一般会計が負担する元利償
還金等の標準財政規模に対する比率　
●将来負担比率：一般会計が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に対する比率　
●資金不足比率：公営企業会計の資金不足額の
事業規模に対する比率　
●標準財政規模：自治体が標準的な状態の時、
通常収入されるであろう経常的一般財源の規模

表１　健全化判断比率４指標
岩手町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 14.84％ 20.0％
連結実質赤字比率 － 19.84％ 30.0％
実質公債費比率 10.6％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 43.6％ 350.0％ 設定なし
※実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字とならなかったため－（該当なし）で表示

表２　資金不足比率
岩手町 経営健全化基準

資金
不足
比率

水道事業特別会計 － 20.0％
公共下水道事業特別会計 － 20.0％
戸別浄化槽事業特別会計 － 20.0％

※各会計とも資金不足とならなかったため－（該当なし）で表示

財政健全化判断比率と資金不足比率の公表

新・副町長に新・副町長に
吉田和彦氏が就任吉田和彦氏が就任

よしだ・かずひこ
（57）＝駅前＝
岩手大を卒業後、
1984年に岩手町
役場に入庁。町民
課長、税務会計課
長、教育委員会教
育次長、企画商工
課長、総務課長を
歴任。

　９月 30 日付けでの瀧澤光也副町長の退
任に伴い、新たに総務課長の吉田和彦氏が
平成 30 年第３回町議会定例会で町議会の
同意を得て 10 月１日、副町長に就任しま
した。
　吉田副町長の任期は、2018 年 10 月１日
から 2022 年９月 30 日までの４年間です。

◆
課
長
級

▼
総
務
課
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長　

佐
藤
秀
樹
（
農
林
環
境
課
長

（
併
）
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）　

▼
企

画
商
工
課
長
（
兼
）
ふ
る
さ
と
創
生
推

進
室
長　

竹
花
勇
治
（
企
画
商
工
課
ふ

る
さ
と
創
生
推
進
室
長
）　

▼
農
林
環

境
課
長
（
併
）
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

高
村
伸
男
（
企
画
商
工
課
長
）

◆
副
主
幹
級

▼
企
画
商
工
課
ふ
る
さ
と
創
生
推
進

室
副
主
幹　

高
橋
昭
子
（
町
民
課
子

育
て
支
援
係
副
主
幹
）
▼
町
民
課
子

育
て
支
援
係
副
主
幹　

千
葉
優
子

（
健
康
福
祉
課
主
任
）

◆
新
採
用

▼
健
康
福
祉
課
保
健
師　

遠
藤
佐
知

子　

▼
同　

瀬
川
麦
穂

◆
退
職

▼
吉
田
和
彦
（
総
務
課
長
）

　

10
月
１
日
発
令
の
町
職
員
の
人
事
異
動

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
７
人
（
新

採
用
２
人
含
む
）
が
異
動
。
１
人
が
退
職

し
ま
し
た
。
※
（　

）
内
は
前
任

町職員の人事異動
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①森のアリーナで行われたラジオ体操
には、1千人を超える来場者が詰め掛け
ました　②お楽しみじゃんけん大会を
勝ち抜いた人に記念品が手渡されまし
た　③参加してくれた岩手野球スポ少
の皆さん

が
選
出
さ
れ
、
日
本
代
表
の
ア
ジ

が
選
出
さ
れ
、
日
本
代
表
の
ア
ジ

ア
大
会
初
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し

ア
大
会
初
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
「
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
愛

　
「
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
２
０
２
０
年
東

称
で
親
し
ま
れ
、
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い

京
五
輪
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い

る
男
子
の
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

る
男
子
の
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

は
、
現
在
、
世
界
ラ
ン
ク

は
、
現
在
、
世
界
ラ
ン
ク
1616
位
。
位
。

本
大
会
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
４

本
大
会
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
４

勝
１
敗
で
終
え
、
イ
ン
ド
（
世
界

勝
１
敗
で
終
え
、
イ
ン
ド
（
世
界

ラ
ン
ク
５
位
）
に
続
き
２
位
で
通

ラ
ン
ク
５
位
）
に
続
き
２
位
で
通

ホッケー日本代表ホッケー日本代表
アジア大会優勝！
町出身の３人が活躍
◇プロフィル◇
及川 栞

しほり

 選手（写真右）＝沼宮内中出身＝
不来方高、天理大を卒業後、ソニーでプレー。現在はオランダのＨ
Ｃオレンジレッドに所属。
瀬川 真

ま ほ

帆 選手（写真左）＝川口中出身＝
沼宮内高を経てソニーに所属。昨年、期限付きでスペインリーグに
も挑戦した。

過
し
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
（
同

過
し
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
（
同

1313
位
）
と
の
準
決
勝
を
制
し
た
日

位
）
と
の
準
決
勝
を
制
し
た
日

本
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
同

本
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
同
1212
位
）
位
）

と
の
決
勝
で
最
大
３
点
差
を
追
い

と
の
決
勝
で
最
大
３
点
差
を
追
い

つ
く
粘
り
強
い
戦
い
ぶ
り
を
見

つ
く
粘
り
強
い
戦
い
ぶ
り
を
見

せ
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
の
末
、

せ
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
の
末
、

ア
ジ
ア
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
世
界
ラ
ン
ク

　

一
方
、
世
界
ラ
ン
ク
1414
位
の
女

位
の
女

子
日
本
代
表
の
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ

子
日
本
代
表
の
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ

ン
」
で
は
、
２
人
の
町
出
身
者
が

ン
」
で
は
、
２
人
の
町
出
身
者
が

活
躍
。
沼
宮
内
中
出
身
の
及
川

活
躍
。
沼
宮
内
中
出
身
の
及
川

栞
選
手
（

栞
選
手
（
3030
）
＝
城
山
出
身
＝
、

）
＝
城
山
出
身
＝
、

川
口
中
出
身
の
瀬
川
真
帆
選
手

川
口
中
出
身
の
瀬
川
真
帆
選
手

（（
2222
）
＝
上
町
出
身
＝
が
ア
ジ
ア

）
＝
上
町
出
身
＝
が
ア
ジ
ア

大
会
の
制
覇
に
大
き
く
貢
献
し
ま

大
会
の
制
覇
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
は
、
予
選

　

さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
全
勝
し
、１
位
で
突
破
。

リ
ー
グ
を
全
勝
し
、１
位
で
突
破
。

準
決
勝
で
は
、
韓
国
（
世
界
ラ
ン

準
決
勝
で
は
、
韓
国
（
世
界
ラ
ン

クク
1010
位
）
を
２
‐
０
で
下
し
、
イ

位
）
を
２
‐
０
で
下
し
、
イ

ン
ド
（
同
９
位
）
と
の
決
勝
に
臨

ン
ド
（
同
９
位
）
と
の
決
勝
に
臨

み
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
接
戦
を

み
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
接
戦
を

制
し
て
２
‐
１
で
勝
利
し
、
見
事

制
し
て
２
‐
１
で
勝
利
し
、
見
事

に
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

に
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
の
日
本
代
表
は
、
男

　

ホ
ッ
ケ
ー
の
日
本
代
表
は
、
男

女
と
も
に
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

女
と
も
に
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
北
京
五
輪
の
早
野

２
０
０
８
年
北
京
五
輪
の
早
野

（
旧
姓
：
小
沢
）
み
さ
き
選
手
＝

（
旧
姓
：
小
沢
）
み
さ
き
選
手
＝

相
寅
瀬
出
身
＝
、
２
０
１
２
年
ロ

相
寅
瀬
出
身
＝
、
２
０
１
２
年
ロ

ン
ド
ン
五
輪
の
田
中

ン
ド
ン
五
輪
の
田
中
泉泉い
ず
き

い
ず
き樹樹
選
手
＝

選
手
＝

一
方
井
出
身
＝
に
続
く
町
出
身
者

一
方
井
出
身
＝
に
続
く
町
出
身
者

の
五
輪
出
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
五
輪
出
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

第

　

第
1818
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
男
子
が
８
月

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
男
子
が
８
月
2020

日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
、
女
子
は

日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
、
女
子
は

８
月
８
月
1919
日
か
ら

日
か
ら
3131
日
ま
で
の
期

日
ま
で
の
期

間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル

間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
の

タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
の

代
表
に
は
、
一
方
井
中
出
身
の
田

代
表
に
は
、
一
方
井
中
出
身
の
田

中
海
渡
選
手
（

中
海
渡
選
手
（
2323
）
＝
一
方
井
＝

）
＝
一
方
井
＝

日
本
代
表
と
し
て
活
躍

初
優
勝
に
大
き
く
貢
献

◇プロフィル◇
田中 海

か い と

渡 選手（写真最後列左から５人目）＝一方井中出身＝
天理高、天理大を経て県体協に勤務。現在、スペインリーグに挑戦中。

ラ
ジ
オ
体
操
通
じ
て

笑
顔
で
健
康
づ
く
り

① ②

③

　

第
72
回
久
保
地
区
体
育
祭
は

９
月
９
日
、
久
保
小
体
育
館
で

行
わ
れ
、
久
保
小
の
児
童
や
久

保
地
区
の
皆
さ
ん
が
和
気
あ
い

あ
い
と
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。
当
日
は
、
雨
天
の
た
め
体

育
館
に
会
場
を
移
し
て
の
開

催
。
久
保
小
児
童
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
選
手
宣
誓
で
幕
を

開
け
た
体
育
祭
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
末
を
持
っ

て
閉
校
と
な
る
久
保
小
（
工
藤

彰
範
校
長
、
児
童
７
人
）
は
学

校
と
し
て
参
加
す
る
最
後
の
体

育
祭
。「
心
ひ
と
つ
に
輝
け
久

保
っ
子　

全
力
で
つ
か
み
と
れ

最
後
の
優
勝
旗
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
力
い
っ
ぱ
い
の
応
援
合
戦

や
徒
競
走
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種

目
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

同
体
育
祭
で
は
、
児
童
全
員

で
踊
る
同
小
伝
統
の
大
黒
舞
や

全
員
が
参
加
す
る
地
区
民
総
踊

り
の
ほ
か
、
各
世
代
が
楽
し
め

る
ホ
ッ
ケ
ー
ご
っ
こ
や
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
競
争
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
競
技
に
多
く
の
地
区
の
皆

さ
ん
が
参
加
。
懸
命
に
競
い
合

う
児
童
や
楽
し
そ
う
に
競
技
す

る
参
加
者
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
で
盛
り
上
げ
る

久
保
地
区
の
体
育
祭

㊤アジア大会を制し、笑顔で金メダルを掲げる瀬川真
帆選手と及川栞選手（写真提供：及川栞選手）　
㊦アジア大会で優勝し、喜びの表情を見せる田中海渡
選手（最後列左から５人目）らホッケー男子日本代表
「サムライジャパン」（写真提供：田中海渡選手）　

か
ん
ぽ
生
命
主
催
の
ラ
ジ
オ
体

操
・
み
ん
な
の
体
操
会
は
９
月
９

日
、
森
の
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、

１
千
人
を
超
え
る
来
場
者
が
会
場

を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
特
別
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
と
は
、
夏
季
を
除

く
４
月
か
ら
10
月
の
日
曜
日
や
祝

日
を
中
心
に
全
国
約
10
会
場
で
開

催
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
全
国

生
中
継
。
町
で
は
、
２
０
０
２
年

以
来
、
16
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

当
日
は
、
降
り
続
く
雨
の
影
響

で
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
森
の
ア

リ
ー
ナ
に
会
場
を
移
し
て
の
開

催
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の

来
場
者
が
笑
顔
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

楽
し
み
、
会
場
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
全
国
に
生
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
終
了

後
に
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
講
師
の
指

導
の
下
、
正
し
い
体
操
や
体
の
動

か
し
方
を
学
び
な
が
ら
笑
顔
で
健

康
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
終
了
後
に

は
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
」
が
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
。
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

①
パ
ン
を
口
で
つ
か
み
と
る
リ
レ
ー
で
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
競
技
を
行
う
久
保

小
の
児
童
ら　

②
競
技
を
見
守
る
地
域
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
体
育
祭
を
楽
し
ん

で
い
ま
す　

③
久
保
小
児
童
に
よ
る
気
迫
あ
ふ
れ
る
応
援
合
戦
の
様
子

①②

③
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９
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
、
川
口
地
区
で
川

口
秋
ま
つ
り
（
川
口
豊
城
稲
荷
神
社
例
大
祭
）
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
各
団
体
に
よ
る
音
頭
上
げ
や
演
舞
が

同
神
社
に
奉
納
さ
れ
、
同
神
社
前
か
ら
出
発
し
た

神み
こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
の
一
団
が
同
地
区
中
心
部
を
南
進
。
神
輿

を
先
導
す
る
秋
浦
大
名
行
列
を
先
頭
に
川
口
神
楽
や

川
口
き
つ
ね
踊
り
、
野
原
さ
ん
さ
踊
り
の
一
行
が
多

彩
な
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勇
壮
華
麗
な

風
流
山
車
が
祭
ば
や
し
を
響
か
せ
な
が
ら
堂
々
と
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

中
日
に
は
、
川
口
音
頭
と
ゲ
ス
ト
団
体
と
し
て
浮

島
念
仏
剣
舞
が
同
ま
つ
り
に
参
加
。
き
ら
び
や
か
な

祭
り
に
花
を
添
え
、
照
明

に
彩
ら
れ
た
風
流
山
車
が

夜
間
の
パ
レ
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

同
ま
つ
り
の
最
終
日
に

は
、神み

こ
し
か
ん
ぎ
ょ

輿
還
御
が
行
わ
れ
、

同
ま
つ
り
に
参
加
し
た
川

口
地
区
の
全
団
体
が
岩
手

川
口
駅
に
集
結
。
新
た
な

駅
舎
と
な
っ
て
初
め
て
行

わ
れ
た
同
ま
つ
り
の
観
衆

か
ら
大
き
な
拍
手
と
喝
采

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
実
り
へ
の
感
謝
と

地
域
の
繁
栄
を
願
う
同
ま

つ
り
に
は
、
参
加
し
た
各

団
体
の
ほ
か
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
が
来

場
。
地
元
川
口
地
区
の
秋

を
彩
り
ま
し
た
。

川口秋まつり
川口豊城稲荷神社例大祭川口豊城稲荷神社例大祭

　町は、IGRいわて銀河鉄道岩手川口駅の新築に伴
い、老朽化したトイレを建て替え、９月 14 日から
供用を開始しました。同駅の駅舎に隣接して建てら
れた公衆トイレは、男女別のトイレのほか、身体障
がい者や子ども連れでも利用しやすい多目的トイレ
を併設。壁面には、地域を代表する伝統行事、川口
秋まつりの様子を描いた壁画が飾られました。壁画
は、町の無形民俗文化財の１つ、「秋浦大名行列」
を描いており、同駅を利用する人を楽しませていま
す。

ＩＧＲいわて銀河鉄道
岩手川口駅のトイレが完成

右側の建物が整備が完了した岩手川口駅に隣接の公衆トイレ

み組・風流「釣鐘弁慶」 下町山道組・風流「歌舞伎十八番 暫」

華麗な踊りを披露する野原さんさ踊り

川口秋まつりの神輿を先導する秋浦大名行列
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
に
先
立

ち
、町
敬
老
会
は
９
月
16
日
、町
内

各
地
12
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、長

寿
を
祝
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
各
会
場
で
は
、地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、婦
人
会

や
中
学
生
有
志
の
協
力
を
得
な
が

ら
地
域
を
挙
げ
て
長
寿
を
盛
大
に

祝
福
。
長
年
、地
域
や
社
会
に
貢

献
し
て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

75
歳
以
上
が
出
席
す
る
町
敬
老

会
の
今
年
の
対
象
者
は
、昨
年
よ

り
50
人
少
な
い
２
８
９
９
人（
８

月
31
日
現
在
）。
川
口
公
民
館
で

は
、町
内
最
高
齢
者
の
瀬
川
太
吉

さ
ん（
104
）＝
山
道
＝
が
出
席
し
、

記
念
品
を
受
領
。
会
場
に
集
ま
っ

た
大
勢
の
出
席
者
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。祝
宴
で
は
、

川
口
保
育
所
の
園
児
が
か
わ
い
ら

し
い「
獅
子
の
舞
」を
披
露
し
、出

席
し
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
握
手
を
交
わ

し
、笑
顔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
会
場

は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

Topics01

豊
岡
地
区
へ
の
入
植
か
ら
70
年

ふ
る
さ
と
に
思
い
寄
せ
未
来
へ

　

豊
岡
地
区
開
拓
入
植
70
周
年
記

念
祝
賀
会
は
９
月
２
日
、豊
岡
開

拓
婦
人
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
、地
元

の
皆
さ
ん
や
豊
岡
地
区
出
身
者
ら

約
１
３
０
人
が
参
加
し
て
入
植
当

時
の
思
い
出
話
や
、近
況
を
語
り

合
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
式
典

で
は
、豊
岡
地
区
の
振
興
会
の
運

営
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
を

務
め
て
地
域
福
祉
の
向
上
や
高
齢

者
の
介
護
予
防
な
ど
、地
域
の
活

動
に
貢
献
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
表
彰
状
を
伝
達
。
豊
岡
地
区
自

治
振
興
会
の
北
構
政
美
会
長（
67
）

は「
入
植
以
来
、多
く
の
支
援
が
あ

り
70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
地
域
の
人
口
は
減

少
し
て
い
る
が
、声
掛
け
や
交
流

の
機
会
を
大
切
に
し
て
先
人
が
切

り
開
い
た
こ
の
地
域
を
豊
岡
の
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
」と
力

を
込
め
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
、大
阪
府
や
東
京
都
な
ど
、遠
方

か
ら
足
を
運
ん
だ
同
地
区
出
身
者

の
姿
も
あ
り
、ふ
る
さ
と
・
豊
岡

の
地
で
旧
交
を
深
め
ま
し
た
。

①入植から70年の月日に思いを寄せ、祝宴に参加した豊
岡地区の皆さん　②地域を支えた皆さんへ表彰状を贈呈
③ふるさと・豊岡での思い出話に笑顔がこぼれます

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

１歳児健診に来てくれたお子さ
んのかわいい笑顔を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

いつか
どこかで

②

佐々木実さんの長男

佐
さ さ き

々木 大
や ま と

翔くん（横田）

佐々木翔平さんの長女

佐
さ さ き

々木 萄
と う か

花ちゃん（民部田）
優しく元気な子に
育ってね！

千葉和幸さんの三女

千
ち ば

葉 桃
も も か

榎ちゃん（今松）

健康に育ってね。

田村喜誉さんの次女

田
た む ら

村 凜
り な

菜ちゃん（上五日市）
健やかに育ってね。 健康で心の優しい子に

育ってね。

①
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
、参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
川
口

中
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん　

②
町
内
最
高
齢
の
瀬
川
太
吉
さ
ん

㊨
と
記
念
品
を
手
渡
す
瀧
澤
光
也
前
副
町
長　

③
川
口
保
育

所
の
園
児
と
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
す
参
加
者

①

③ ②

③

みんなを助ける消防士に
　将来の夢を「消防士」と語る敦生君。「４年生
の時に社会科見学で消防署に行ったんです。みん
なの命を守るために、素早く出動して消火活動が
できる消防士になりたいと思いました」とその
きっかけを語ります。運動が得意な敦生君は、岩
手野球スポ少に所属。その俊足を生かしてチーム
の攻撃を引っ張る１番バッターとして活躍してい
ます。「今年は県大会で準優勝だったので、来年
は優勝を目指します」と来年の目標をしっかりと
掲げる野球少年です。

（川口小5年）（川口小5年）

No.350
か ま い し

石 敦
あ つ き

生 君

　高校を卒業し、岩手農協チキンフーズに就職したなつみさんは、現在、出来上
がった商品の梱包などを担当しています。「食品を扱う仕事なので、やはり衛生
面にはすごく気を使いますね。忙しい日々ですよ」と笑顔で充実した様子を振り
返ります。町の９月の恒例行事、川口秋まつりにみ組の一員として参加している
なつみさんは「祭りは幅広い年代の人が一つになることができるイベント。地元
のつながりを感じられるし、地域を知るためにも大切なものですね」と祭りの魅
力を語ります。理想の男性像を聞くと「明るく楽しい人」と笑顔で答えたなつみ
さん。まつりを通じて地域のつながりの大切さを実感しています。

【プロフィル】　たきかわ・なつみ（27）＝駅通＝
沼宮内高を2010年３月に卒業後、同年４月に
岩手農協チキンフーズ㈱に就職し、同社の八幡
平工場に勤務。血液型Ａ型、しし座

滝川 なつみさん
祭り通じ地域のつながり大切に 散歩

ヤ
ン
グ
YOUNG
No.341

四日市エイ子さんの孫

四
よ っ か い ち

日市 レイちゃん（野原）

細川慧さんの長男

細
ほそかわ

川 岳
がく

くん（下町）

一緒にたくさん笑お
うね。

元気いっぱいの女の
子になってね

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

めでたい長寿盛大にお祝い
町内12カ所で敬老会を開催

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02
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N e w s × S p o r t sN e w s × S p o r t s

ゲートボールに親しみ、交流深める
○第25回石神の丘美術館杯

　第25回石神の丘美術館杯ゲートボール大会は９月13
日、町総合グラウンドで開催され、近隣市町村から130人
が参加して行われました。晴天に恵まれた大会で、選手
はのびのびとプレー。参加した選手たちは、広々とした
鮮やかな人工芝グラウンドでのプレーを楽しんでいまし
た。
【大会結果】　①木曜クラブ（盛岡市）　②ｅ-max（同）　
③啄木チーム（同）

▼2018.09.13 交
流
大
会
で
優
勝
し
た
岩
手
野
球
ス
ポ
少

　第14回岩手・宮城新人選抜交流野球大会は９月８日か
ら９日までの２日間、一関市の花泉運動公園野球場など
で行われ、30チームが出場して優勝を争いました。岩手
野球スポ少は、延長戦にもつれた初戦を勝ちあがると、勢
いに乗り、決勝へ進出。決勝は降雨により中止になりま
したが、花巻市の若葉野球クラブとの同時優勝を果たし
ました。
【大会結果】　①岩手野球スポ少　①若葉野球クラブ（花
巻市）　③米崎リトルスポ少（陸前高田市）

狙
い
を
定
め
プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

岩手野球スポ少が見事優勝！
○岩手・宮城新人選抜交流野球大会 ▼2018.09.08～09

習の成果発揮し、競い合う
○第11回町小学校陸上競技記録会 ▼2018.09.05

　第11回町小学校陸上競技記録会は９月５日、町総合グ
ラウンドで開催され、町内４校の代表選手が練習の成果
を発揮し、競い合いました。当日は、18種目のトラック
競技と、６種目のフィールド競技を実施。出場した選手
たちは、自身の持てる力を存分に発揮しながら、自己ベス
トの更新を目指して全力を尽くしました。
　一方、各学校の応援団は選手を後押ししようと力強い
エールで仲間に声援を送り、競技運営に携わる各種目の
係員を務めた児童も、大会の円滑な進行のために尽力し
ました。
　今大会で更新された大会新記録とタイ記録は以下のと
おりです。
【大会記録】
◇男子　▷５年100㍍　①佐々木大輝（川口小）14秒８　
▷最強400㍍リレー①沼宮内小Ａ56秒45　②川口小56秒
63
◇女子　▷４年100㍍　①高村きらら（川口小）15秒92　
▷５年800㍍　田村優奈（川口小）２分47秒40

練 ①
開
会
式
で
の
選
手
宣
誓　

②
５
年
男
子
１
０
０
０
㍍
の
し
烈
な
争
い　

③
男
子
80
㍍
ハ
ー
ド
ル　

④
記
録
を
更
新
し
た
５
年
女
子
８
０
０
㍍　

⑤
声
援
を
送
る
一
方
井
小
の
応
援
団

①

②

③

⑤

④

▼2018.08.26▼2018.08.30

　

川
口
音
頭
と
大
盆
踊
り
大
会（
川
口
商
店

会
主
催
）は
８
月
26
日
、川
口
公
民
館
特
設
会

場
で
行
わ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。
今
年
で
10
年
目
の
節
目
を

迎
え
る
同
大
会
は
、お
菓
子
の
つ
か
み
取
り

や
景
品
付
き
餅
ま
き
な
ど
、だ
れ
で
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
同
商
店

会
の
千
葉
岩
男
会
長
は「
た
く
さ
ん
の
協
賛

を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
か
げ
さ
ま
で
10
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
集
ま
っ
た
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

○
川
口
音
頭
と
大
盆
踊
り
大
会

○
川
口
音
頭
と
大
盆
踊
り
大
会

地
10周年を迎えた川口盆踊り大会で川口音頭を披露する参加者

身
の
考
え
と
思
い
表
現

○「
わ
た
し
の
主
張
」北
岩
手
地
区
大
会

○「
わ
た
し
の
主
張
」北
岩
手
地
区
大
会

　
「
わ
た
し
の
主
張
」北
岩
手
地
区
大
会
は
８

月
30
日
、沼
宮
内
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、八
幡

平
市
、葛
巻
町
、岩
手
町
の
３
市
町
か
ら
９
人

の
中
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
家
庭
で
の
体
験
を
通

じ
て
、自
身
の
考
え
や
感
じ
た
こ
と
を
堂
々

と
発
表
し
た
発
表
者
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
の
は
、川
口
中
の
佐
藤
千
尋
さ
ん

（
３
年
）。
佐
藤
さ
ん
は
、自
身
が
通
う
川
口

中
の
校
則
に
つ
い
て
の
考
え
や
、少
数
派
の

意
見
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
生
徒
会
活
動

で
感
じ
た
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

自

自身の思いを表現し最優秀賞に輝いた川口中の佐藤千尋さん

　

町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
石
神
サ
ロ

ン
」は
９
月
18
日
、石
神
の
丘
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ホ
ー
ル
で
約
80
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
の
井
口
智
裕
代

表
理
事
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
新
潟
県
で

旅
館
業
を
営
み
な
が
ら
、市
町
村
や
県
を
ま
た

い
で
雪
国
特
有
の
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
井
口
さ
ん
は「
観
光
の
観
点
か
ら
、

地
域
そ
の
も
の
を
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
こ

と
で
、観
光
客
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
地
域

に
で
き
る
」と
広
域
で
観
光
の
魅
力
づ
く
り
に

取
り
組
む
そ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

○
石
神
サ
ロ
ン

○
石
神
サ
ロ
ン

雪
自身の経験から観光による地域づくりを講演する井口智裕さん

▼2018.09.18

国
の
特
性
を
生
か
し
て

　

沼
宮
内
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
は

９
月
19
日
、社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て

町
彫
刻
公
園
や
そ
の
周
辺
の
石
彫
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
石
彫
が
立
ち
並
ぶ

同
公
園
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
同
協
議
会

の
皆
さ
ん
は
、ブ
ラ
シ
や
バ
ケ
ツ
を
手
に
一

つ
一
つ
の
石
彫
の
汚
れ
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、同
協
議
会
の
会
員
に

よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、今
年
は
49
人
が

参
加
。
町
の
名
物
の
一
つ
、石
彫
を
大
切
に

す
る
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
沼
宮
内
老
人
ク
ラ
ブ

○
沼
宮
内
老
人
ク
ラ
ブ

石

町彫刻公園に設置された石彫を丁寧に磨く老人クラブの皆さん

▼2018.09.19

彫
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
を
盛
り
上
げ
10
周
年



平成 30 年 10 月１日広報いわてまちNo.712 ／ 14

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

席
題「
上
が
る
」　　

鍋
倉　

る
み
こ　

選

【10月の休館日】　毎週月曜日、26日㈮。ただし、
８日（月・祝）は開館し、９日㈫に休館します。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説

地球星人 村田　沙耶香
信長の原理 垣根　涼介

実 用 書 くらべる日本　東西南北 おかべ　たかし

児童向け
絵 本

ロッキーくんとおかあちゃん しまげ
なにはこんでるの？ スズキサトル

読 み 物 ローズさん 澤井美穂

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　10月28日㈰午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

〈
佳
作
〉

ひ
と
言
に
人
の
値
打
ち
が
詰
ま
っ
て
る　
　
　

柴
田　

満
子

な
ら
い
事
一
段
上
が
る
に
苦
労
す
る　
　
　
　

久
慈　

正
和

人
の
字
を
飲
ん
で
も
あ
が
る
時
も
あ
る　
　
　

佐
藤　

小
草

〈
秀
逸
〉

ワ
ン
マ
ン
へ
左
遷
覚
悟
で
声
上
げ
る　
　
　
　

馬
渕　
　

草

一
徹
に
押
し
て
ご
当
所
の
し
上
が
れ　
　
　
　

山
口　

國
男

我
が
人
生
舞
い
あ
が
っ
て
往
生
し
た
い　
　
　

土
橋
は
つ
お

旧
家
に
は
上
が
り
か
ま
ち
に
歴
史
あ
る　
　
　

自　
　
　

句

遠
吠
え
に
台
風
の
距
離
予
測
で
き 

　

伊
藤　

正
信

野
分
し
て
背
丈
あ
る
花
先
に
伏
す 

　

遠
藤　

金
作

灯
を
消
せ
ば
山
家
な
ほ
さ
ら
虫
す
だ
く　

遠
藤　

初
枝

名
も
知
ら
ぬ
八
千
草
挿
し
て
酌
み
し
酒　

昆
野　

功
夫

秋
鯖
や
舌
舐
り
の
向
ひ
膳 

　

志
田　

悦
朗

重
陽
や
ひ
と
り
米
研
ぐ
誕
生
日 

　

柴
田　

ヒ
ノ

被
災
地
の
復
興
半
ば
夜
の
長
し 

　

向
井　

梅
子

鳴
き
も
せ
で
別
れ
烏
の
並
び
を
り 

　

山
口　

國
男

送
り
火
や
遺
影
に
声
を
か
け
鉦
を
打
つ 　

高
橋　

麗
子

山
里
の
遠
野
小
友
の
鹿
踊
り
風
に
な
び
か
せ
か

ん
な
が
ら
舞
ふ 

瀬
川　

浩
美

末
枯
れ
た
る
葉
陰
に
南
瓜
二
つ
三
つ
畑
に
佇
て

ば
白
い
風
吹
く 

昆
野　

功
夫

蜻と
ん
ぼ
う蛉
の
飛
び
交
ふ
里
の
今
さ
ら
に
人
影
耐
え
て

昏く
れ
な
ん
と
す
る 

山
口　

國
男

一
週
間
鳴
き
つ
づ
け
た
る
ひ
ぐ
ら
し
は
我
が
庭

に
来
て
命
つ
き
む
と
す 

五
十
地
キ
ミ
子

盆
踊
り
三
重
の
輪
で
賑
ふ
か
太
鼓
の
ひ
び
き
遠

く
に
聞
こ
ゆ 

橋
本　

チ
ヨ

10 月１日㈪から 31日㈬まで「本のこうかん市」
を開催します。詳細は図書館に問い合わせください。

◇チビッコ映画会◇
【日時・対象】 
10月11日㈭ 午後3時30分～（低学年向け）

25日㈭ 午後3時30分～（高学年向け）
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/
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町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
65
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

カ
ジ
カ
の
里

　

今
年
の
７
月
、８
月
は
記
録
的
な
猛
暑

で
寝
苦
し
い
夜
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

８
月
の
夕
方
、涼
み
が
て
ら
旧
水
堀
小
近

く
の
北
上
川
上
流
に
入
っ
て
み
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
水
の
中
は
冷
た
く
、心
地
よ

い
涼
し
さ
で
し
た
。
足
元
を
数
匹
の
ヤ
マ

メ
が
泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
す

れ
ば
、昨
年
の
６
月
、上
北
上
川
漁
協
と
水

堀
小
の
児
童
が
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
川
の
中
を
目
を
凝
ら
し

て
見
れ
ば
、清
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
わ
れ

る「
カ
ジ
カ
」の
姿
も
数
匹
見
ら
れ
、近
く

の
田
ん
ぼ
に
は
ダ
イ
サ
ギ
、ア
オ
サ
ギ
、カ

ワ
セ
ミ
と
い
っ
た
魚
を
餌
と
す
る
鳥
の
姿

が
見
ら
れ
、改
め
て
岩
手
町
は
北
上
川
の

源
泉「
ゆ
は
ず
の
泉
」が
あ
る
町
で
、そ
こ

か
ら
湧
き
出
る
清
ら
か
な
水
は
沢
山
の
水

生
生
物
を
育
む
川
だ
と
思
い
ま
す
。

㊤
空
飛
ぶ
宝
石「
カ
ワ
セ
ミ
」　

㊦
清
流
の
シ
ン
ボ

ル「
カ
ジ
カ
」

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切｣

と
い
う

目
安
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
年
代
に

合
わ
せ
た
遊
び
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。散
歩
や
家
事
の
お
手
伝
い
な
ど
、

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
も
含
め

て
、楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

＝
３
〜
４
歳
こ
ろ
＝

　

い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、大
人
の
補
助
に
よ
り
簡
単

な
ル
ー
ル
が
あ
る
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽
滑
り
台
、ブ
ラ
ン
コ
、前
回
り
な
ど

の
マ
ッ
ト
運
動

＝
４
〜
５
歳
こ
ろ
＝

　

身
近
に
あ
る
道
具
を
使
っ
て
遊
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、親
や

友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
や
ル
ー

ル
を
作
っ
た
り
す
る
面
白
さ
を
見
出

し
ま
す
。

▽
な
わ
と
び
、ボ
ー
ル
遊
び
、ス
コ
ッ

プ
で
の
砂
遊
び

＝
５
〜
６
歳
こ
ろ
＝

　

集
団
で
の
行
動
や
知
識
、経
験
を

生
か
し
た
り
、遊
び
を
工
夫
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
、走
り
な
が
ら

ボ
ー
ル
を
蹴
る
な
ど
動
き
を
組
み
合

わ
せ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
ル
ー
ル
つ
き
の
鬼
ご
っ
こ
、サ
ッ

カ
ー
、フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
、健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま
し

ょ
う
。

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、体
力
・

運
動
能
力
の
低
下
、小
児
肥
満
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
由
に
安
全

に
遊
べ
る
場
所
の
減
少
や
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
な
ど
、室
内
遊
び
の
時
間
が
増

え
、体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
機
会
の
減

少
な
ど
生
活
環
境
が
変
化
し
て
き
た

こ
と
が
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、幼
少
期
に
基
本
的
な
運
動

を
習
得
し
て
い
な
い
と
将
来
的
に
生

活
習
慣
病
や
高
齢
期
の
転
倒
や
寝
た

き
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。
生
涯
に
わ
た
り
、健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
も
幼
少
期
に
十
分
に

運
動
遊
び
を
し
、体
力
・
運
動
能
力

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

文
部
科
学
省
が
策
定
し
た「
幼
児

期
運
動
指
針
」で
は
、幼
児
期
の
運
動

効
果
に
つ
い
て
、次
の
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

①
体
力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培
う

　

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
動
き
、力
加
減

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
の
運
動

を
調
整
す
る
力
を
養
う

②
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
発
達

　

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
友
達
と
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
、仲
良
く
遊
ぶ
た
め

に
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え

る
な
ど
社
会
性
を
養
う

③
認
知
的
能
力
の
発
達
に
効
果

　

運
動
遊
び
は
、状
況
判
断
や
体
を

動
か
す
こ
と
な
ど
、脳
の
多
く
の
領

域
を
使
い
ま
す
。
遊
び
を
自
分
た
ち

で
創
り
出
す
こ
と
で
豊
か
な
想
像
力

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、活
発

に
遊
び
、運
動
す
る
こ
と
で
、寝
つ
き

が
よ
く
な
り
、早
寝
早
起
き
な
ど
の

望
ま
し
い
生
活
習
慣
が
身
に
つ
き
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
は
、幼
児（
３
〜
６

歳
）を
対
象
に「
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を

中
心
に
毎
日
合
計
60
分
以
上
楽
し
く

家
族
ぐ
る
み
で

幼
児
期
の
運
動
遊
び

今月は鈴木智子主任保健師今月は鈴木智子主任保健師
からのお便りですからのお便りです

　子育ては楽しいことばかりでなく、つらくて大変
なこともあります。子育てのつらさをこぼすのは甘
えでも恥でもありません。不安や悩みをひとりで抱
え込まないでください。誰かに相談することで解決
への道が開けます。

　地域全体で子育て家庭を温かく見守りましょう。
あいさつや声掛けなどで、子どもとその親をサポー
トすることができます。

○役場町民課子育て支援係 62-2111内線505
○県福祉総合相談センター 019-629-9604

　町などでは、「子育てがつらい」、「虐待かな？」と
思ったら、いつでも相談いただける窓口を設けてい
ます。秘密は守られますので安心して利用ください。

◆「児童家庭相談窓口」　役場町民課子育て支援係
　 62-2111 内線 505（平日 8:30 ～ 17:15）　
◆ 全国子育て・虐待防止ホットライン
　 0570-011-077（10:00 ～ 17:00 日祝休み）
◆ 児童相談所全国共通
　 ダイヤル (24 時間）
　 

児童家庭相談窓口
○ひとりで悩まないで○ひとりで悩まないで 相談窓口のご案内相談窓口のご案内

○地域で見守りましょう○地域で見守りましょう

子育ての悩み“いちはやく”相談ください

１１
い ちい ち

８８
は やは や

９９
くく

幼
児
期
の
運
動
遊
び
は

心
身
の
発
達
を
促
し
ま
す

楽
し
く
運
動
し
よ
う

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力

は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

　こんにちは。町産の夏野菜を十分に味わい、この
時期は秋野菜の美味しさを実感しているところです。
　町内を巡っていると農作地の豊かさと広さに驚か
されます。岩手町は岩手県一の野菜総合産地で 30
品目以上の野菜の栽培、出荷をしています。この豊
かな土地で育った作物たちが、全国の食卓に上がり
喜ばれていると思うと嬉しくなりますね。
　近年、日本ではハーブを利用した健康増進や薬効
成分を生かした病気の治療や予防効果が注目されて
います。この夏、私が地域おこし協力隊として活動
しながら育てた「ホーリーバジル」というハーブを
使った、メディカルハーブ講座を紹介します。皆さ
んの暮らしの中にハーブの香りを取り入れてみては
いかがでしょうか。

　飲んで作ってはじめての

メディカルハーブ講座

◇場　所　プラザあい　１階会議室
◇内　容　ハーブティ飲み比べ、ハーブソープ作り、
　　　　　ハーブの効用を学ぶ講座など
◇参加費　1,500 円（材料代含む）
◇定　員　10 人（先着順）
◇申込先　役場企画商工課　☎ 62-2111（内線 218）

10月13日（土）午後１時～３時

◇メディカルハーブって？
最近、日本でも注目され始めているメディカルハーブは、料理や
日常生活のさまざまな分野で活用されているハーブを健康維持の
ために使う分野のこと。薬用植物そのものを指す場合もあります。

㊧
畑
で
ホ
ー
リ
ー
バ
ジ
ル

を
栽
培　

㊨
ホ
ー
リ
ー
バ

ジ
ル

左のＱＲコードからも
参加申込ができます！

し
な
が
ら
適
切
な
補
修
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

役
場
地
域
整
備
課
都
市
計

画
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線

３
２
４
）

確
認
し
ま
し
ょ
う
自
賠
責

■
岩
手
運
輸
支
局

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、万
が

一
の
自
動
車
事
故
の
と
き
、基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

に
基
づ
い
て
、原
動
機
付
き
自
転

車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す

る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
。

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

岩
手
運
輸
支
局　

０
１
９
‐

６
３
８
‐
２
１
５
５

10
月
１
日（
月
）販
売
開
始

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
と
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
は
、10
月

１
日（
月
）か
ら
23
日（
火
）の
期
間

で
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
市

町
村
振
興
協
会　

０
１
９
‐

６
５
１
‐
３
４
６
１

一
定
面
積
以
上
は
届
出
を

■
土
地
取
引
の
届
出

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
を
購
入
し
た
人
は
、国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で

す
。
土
地
の
売
買
契
約
を
結
ん
だ

日
か
ら
２
週
間
以
内
に
役
場
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
が
必
要
な
面
積
】　

▽
都
市

計
画
区
域　

５
千
平
方
㍍
以
上　

▽
そ
の
ほ
か
の
区
域　

１
万
平
方

㍍
以
上

　

役
場
企
画
商
工
課
企
画
広

報
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線

２
１
７
）

違
反
建
築
を
防
止
し
よ
う

■
違
反
建
築
防
止
週
間

　

10
月
15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）

ま
で
の
期
間
は
、違
反
建
築
防
止

週
間
で
す
。
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、建
築
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
県
で
は
、18

日（
木
）に
県
下
全
域
で
建
築
物
に

違
反
が
な
い
か
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
、構
造

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の
は

地
震
時
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
塀
の
所
有
者
は
、自
主
点
検

を
行
い
、危
険
性
を
感
じ
た
と
き

は
、建
築
士
な
ど
専
門
家
に
相
談

を
利
用
し
て
来
場
し
た
人
に「
く

ず
ま
き
ワ
イ
ン
」か「
葛
巻
高
原
ぶ

ど
う
ジ
ュ
ー
ス
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

葛
巻
町
産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会（
葛
巻
町
総
務
企
画
課
）　

66
‐
２
１
１
０（
内
線
２
２
５
）

岩
手
で
働
く
応
援
面
接
会

■
岩
手
労
働
局

　

岩
手
労
働
局
は
、首
都
圏
に
居

住
す
る
人
で
岩
手
県
内
へ
の
就
職

や
定
住
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と

し
た
就
職
応
援
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
首
都
圏
在
住
で
、岩
手
県

へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い

る
家
族
や
知
り
合
い
な
ど
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

11
月
12
日（
月
）午
後
０

時
30
分
受
付
開
始　

▽
企
業
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム　

午
後
１
時
〜
２
時　

▽

面
接
会　

午
後
２
時
〜
４
時

【
場
所
】　

東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク「
出
会
い
の
フ
ロ
ア
」（
東

京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
‐
７
‐
１

小
田
急
第
一
生
命
ビ
ル
21
階
）

【
対
象
者
】　

平
成
31
年
３
月
大
学

な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
人
、既

卒
者
や
一
般
求
職
者

【
参
加
企
業
】　

県
内
に
就
業
場
所

の
あ
る
企
業
26
社　

【
実
施
内
容
】　

①
企
業
の
Ｐ
Ｒ
タ

イ
ム　

②
県
内
に
就
業
場
所
が
あ

る
企
業
と
の
面
接　

③
公
共
職
業

介
護
職
員
の
初
任
者
研
修

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富
士
見
荘

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富
士
見

荘
は
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
後

は
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
開
催
期
日
】　

10
月
26
日（
金
）

〜
平
成
31
年
２
月
25
日（
月
）の
期

間
中
、週
５
〜
６
回
で
合
計
22
回

【
受
講
料
】　

６
万
円

【
申
込
締
切
】　

10
月
20
日（
土
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

富
士
見
荘　

☎
０
１
９
‐
78
‐

２
４
５
５

冬
休
み
の
海
外
研
修
交
流

■
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
は
、小

学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の
冬
休

み
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
研
修
内
容
】　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

英
語
研
修
、文
化
交
流
、地
域
見

学
、野
外
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
を
選
択
で
き

ま
す

【
研
修
国
】　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、サ
イ
パ
ン
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア

【
日
程
】　

12
月
23
日（
日
）
〜
１

月
４
日（
金
）の
う
ち
６
〜
10
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

【
対
象
】　

小
学
３
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
の
人　

※
コ
ー
ス
に

よ
り
対
象
と
な
る
学
年
が
異
な
り

ま
す

【
参
加
費
】　

約
25
万
円
〜
49
万
円

【
申
込
締
切
】　

11
月
１
日（
木
）　

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少

年
研
修
協
会　

☎
03
‐
６
４
１
７

‐
９
７
２
１

行
わ
れ
ま
す

高
齢
者
の
権
利
を
学
ぼ
う

■
高
齢
者
の
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

　

い
き
い
き
岩
手
支
援
財
団
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い

く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】　

11
月
12
日（
月
）午
後
１

時
か
ら
午
後
３
時
40
分

【
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）小
田
島

組
☆
ほ
〜
る

【
主
な
内
容
】　

Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
大
塚
富
夫
氏
に

よ
る
特
別
講
演
、女
性
漫
談
師
・

福
々
亭
ナ
ミ
子
氏
の
健
康
漫
談

【
対
象
者
】　

県
民
５
０
０
人
無
料

（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

10
月
22
日（
月
）

　

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き

岩
手
支
援
財
団　

０
１
９
‐

６
２
５
‐
７
４
９
０

「
白
樺
号
」で
出
か
け
よ
う

■
葛
巻
町
産
業
ま
つ
り

　

葛
巻
町
の
商
工
・
林
業
・
酪
農

を
一
挙
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

「
葛
巻
町
産
業
ま
つ
り
」が
行
わ
れ

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス「
白
樺
号
」を
利

用
し
て
来
場
し
た
人
に
は
、プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

10
月
20
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
、21
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】　

葛
巻
町
社
会
体
育
館

【
主
な
内
容
】　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

（
三
浦
わ
た
る
、橘
和
徳
ほ
か
）、屋

台
村
、ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
そ
の
他
】　
Ｊ
Ｒ
バ
ス「
白
樺
号
」

安
定
所
に
よ
る
職
業
相
談　

④
県

Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
職
業

相
談
・
情
報
提
供　

⑤
県
に
よ
る

暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
や
移
住
・

定
住
相
談

　

岩
手
労
働
局
職
業
安
定

部
職
業
対
策
課　

０
１
９
‐

６
０
４
‐
３
０
０
５

そ
の
他

10
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
の
補
助

　

町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、通
学
定
期
券
の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
利
用
者
の
保
護

者
。
な
お
、通
学
定
期
の
有
効
期

限
が
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
も
の
に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通

学
定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　

10
月
31
日（
水
）　

※
土
、日
、祝
日
は
日
直
が
受
け
付

け
ま
す

　

役
場
企
画
商
工
課
企
画
広

報
係　

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線

２
１
７
）

募
集
し
ま
す

地域おこし協力隊の佐々木&小林が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

ハーブ効果で安らぎをハーブ効果で安らぎを
～メディカルハーブ講座開催します～

Kobayas
hi

Vol.
010

Sasaki

「こびる」とは農作業の合間の休憩や軽食という意味。農業
が盛んな町の広報紙として、休憩時間に気軽に読んでもらえるよ
うな心温まるコーナーになってほしいという思いを込めてタイト
ルを「KOBIRU じかん」と名付けました。

今月は佐々木が
担当します

フォローお願いします！
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■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市
　夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急
　病の子どもを受け入れます。夜間は午後5時から翌朝９時ま
　でです。※なお、土曜の午後１時（祝日の土曜は午前９時）か
　ら午後５時までは、もりおかこども病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

５（金） 町秋まつり（７日まで） 沼宮内地区

７（日）18:00 ～ 松井利佳子ピアノリサイタル 石神の丘美術館
ギャラリーホール

９（火）14:00 ～ 精神保健相談（要予約）
（要予約：役場健康福祉課課 62-2111 内線 516） 町保健センター

10（水）12:30 ～ ３歳児健康診査
（平成27年1月 19日～ 4月 10日生まれ） 町保健センター

12（金） 9:30 ～ 12:30 妊婦教室２回目（平成30年11月～平成 31年２月出産予定） 町保健センター

13（土） 8:30 ～ 第 49回町民ホッケー大会
（小・中学校の部） 町ホッケー場

14（日） 9:00 ～ 第11回町ニュースポーツ交流会 町総合グラウンド

17（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

18（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

19（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

21（日） 8:30 ～ 第 49回町民ホッケー大会（一般の部） 町ホッケー場

23（火）

12:20 ～
12:45 ～

9 カ月児健康診査（平成30年 1月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成30年4月生まれ）
1 歳児健康診査（平成29年10月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

25（木） 9:30 ～ 12:30 離乳食教室（3～ 4カ月児の家族ほか） 町保健センター

26（金）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” だいくば農園

27（土）
9:00 ～ 《東北文化の日》

石神の丘美術館観覧無料（～28日） 石神の丘美術館

10:00 ～ 第 38回町産業まつり（～28日） 森のアリーナ

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

３（土）
8:30 ～ 第 63回町民駅伝大会 沼宮内中グラウンド

9:00 ～
《文化の日》
石神の丘美術館観覧無料 石神の丘美術館

10（土） 9:00 ～ 第57回町芸術祭展示部門（～25日） 石神の丘美術館

11（日）
9:00 ～ 町総合防災訓練 南山形地区

10:00 ～ 第57回町芸術祭舞台部門 森のアリーナ

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月10

11

町民カレンダー
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

子どもが急病のとき

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
10/1
医大

2
川久保

3
中央

4
医大

5
中央

6
こども/医大

7
医大

8
中央

9
川久保

10
中央

11
医大

12
中央

13
こども/医大

14
中央

15
医大

16
川久保

17
日赤

18
中央

19
医大

20
こども/中央

21
医大

22
中央

23
医大

24
中央

25
医大

26
医大

27
こども/中央

28
日赤

29
医大

30
中央

31
中央

11/1
医大

2
中央

3
こども/医大

4
中央

5
医大

6
川久保

7
中央

8
医大

9
中央

10
こども/医大

11
医大

12
中央

13
川久保

14
日赤

15
医大

16
中央

17
こども/中央

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（第３期）
国民健康保険税（第４期）
後期高齢者医療保険料(第４期）

10月 31日㈬
口座振替日：10月 25日㈭

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（10月）
脳神経外科
※要予約 ９日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

1、　5、 12、
15、19、22、
26、29日

12:30 ～
14:30

小児科 12、26 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 9、23、30日13:00 ～15:30
整形外科 19 日 8:30 ～

11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

10月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（土）岩手沼宮内クリニック
４（日）塚谷医院
11（日）さわやかクリニック

11月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
７（日）北上脳神経外科クリニック
８（月）佐藤整形外科クリニック
14（日）沼宮内地域診療センター
21（日）佐々木医院
28（日）佐渡医院

医療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

日 お名前 保護者 行政区

19 中居　咲
さ つ き

月 真 二 上愛宕下

６ 飯坂　莉
り ほ

帆 健一郎 石 神

13 宮田　啓
け い と

翔 翔 己 下愛宕下

19 佐々木　大
だ い ご

心 貴 志 落 合

22 髙村　知
ち ず

寿 豊 大 平

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

31 横澤　幸次郎（90） 幸 男 上 横 沢

８月受け付け分

●生まれたお子さん●５人（８人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（２組）

●亡くなられた人● 15 人（20 人）
▼７月

よろこびかなしみ

▼７月

日 お名前 世帯主 行政区

８ 　西島　照人
　清藤　佑香

本 人
照 人

下苗代沢1
下苗代沢1

▼８月

▼８月

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

４ 引木　金一 （92） 一二三 相 寅 瀬

10 橘　廣治 （82） ヨ ネ 民 部 田

10 遠山　フデ （91） 本 人 御 堂

14 苅宿　一彦 （60） 本 人 山 道

15 山口　孝一 （86） 栄 蔵 栄 小 路

16 赤石　サン （106） 一 男 下愛宕下

16 森　義松 （90） 義 信 前 ケ 沢

25 立 　義光 （70） 本 人 舘

26 田麦　ハツ （99） 富 雄 太 布

28 田村　コマ （74） 石 雄 新 田

28 澤瀨　好 （82） 太郎 新愛宕下

28 平戸　實保 （78） 本 人 境 田

29 福士　ヒデ （99） 本 人 水 堀

29 岩﨑　光雄 （76） キミエ 岩 崎

▼８月
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代表：岩舘 カツ（71）
　　　＝下五日市＝

会員 : 12人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.59

　
「
三
翔
会
」は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
が
集
ま
り
、互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら
活
動
を
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で

す
。
同
会
の
サ
ー
ク
ル
名
は
、平
成
３
年
３
月

３
日
に
発
足
し
た
こ
と
が
由
来
。
岩
舘
代
表
は

「
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、つ
な
が
り
を
大
切
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
軽
く
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い
い
ん
で
す
よ
」と

笑
顔
で
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、い
わ
て
育
心
会
や
あ

ん
ず
の
里
の
夏
ま
つ
り
の
準
備
・
運
営
の
支
援

や
、町
の
障
が
い
者
交
流
会
に
参
加
す
る
な
ど
、

幅
広
く
活
動
を
展
開
。
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、互
い
に
持
ち
寄
っ
た
食
材
を
使
っ

た
昼
食
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
す

る
幅
幸さ

ち

さ
ん（
86
）＝
上
五
日
市
＝
は「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
そ
う
だ
け
ど
、み
ん
な
で
集
ま

る
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
」と
楽
し
げ
に
活
動

の
魅
力
を
紹
介
。
会
員
同
士
が
交
流
を
深
め
な

が
ら
、楽
し
ん
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

ふ
れ
あ
い
と
つ
な
が
り
大
切
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
三さ

ん
し
ょ
う
か
い

翔
会
」

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2018年
［
平
成
30年

］
10月

１
日
発
行

No.712

H30.8.31現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,644人（△14）
　　　　女　6,911人（△ 1）
　　　　計 13,555人（△15）
【世帯】　　5,467世帯（△ 2）
【出生】 8人　【死亡】 20人
【転入】20人　【転出】 22人
【外国人住民】163人

 人口の動き
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笑
顔
で
交
流
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
三
翔
会
の

皆
さ
ん

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
で
も
祭
り
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
る
こ
の
時
期
。
お

い
し
い
旬
の
味
覚
や
山
の
美

し
い
紅
葉
等
、秋
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
楽
し
み
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
私

が
、旬
で
楽
し
み
な
の
は
や
は

り
新
米
。
ふ
っ
く
ら
、そ
し
て

つ
や
つ
や
の
新
米
ご
飯
は
さ

ま
ざ
ま
な
食
材
と
よ
く
合
う
、

秋
の
味
覚
の
代
表
で
す
。
こ

の
季
節
、体
重
の
増
加
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
私
は
既
に

２
㌔
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
…
。

遠
藤
康
平

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

９月 29日（土）～ 11月４日 (日）

  石神の丘美術館  62－1453

休館日：毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合は翌日）

おしらせ
リニューアル工事のため、石神の丘
美術館屋外展示場は、2018 年９月
から2020年春までお休みします。

観覧料：【町民割引】一　　般 240 円
　　　　　　　　 大・高生 160 円
　　　　　　　　 中学生以下無料
※受付に免許証、保険証などをご提示ください


